
)
 

《
 
」
 

《
 
」
 

M
 

さ
 

司
 

ユ
よ
 

杯
 

長
 

町
 

心和む作品に 

思わずため息 

町民ゴルフアー 

チャリティー金を寄附 

八
月
十
九
日
、

金
木
老
人
福
祉
 
作

品
鑑
賞
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

セ
ン
タ
ー
で
 
「生
き
が

い
教
室
」
 
「

生
き
が

い
教
室
」
は
、

こ
れ
 

県信用さつき会 

バザーの収益金を寄附 

まつり用具を寄贈した 

米町町内会に感謝状 

息
 

め
 

た
 

ず
 

わ
 

思
 

も
 

長
 

育
 

教
 

去
る
八
月
二
十
五
日
、

琵
琶
の

半

G
c
で
第

一
回
金
木
カ
ッ
プ
ス

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
ぺ
が
開
催
さ

れ
町
民
ゴ

ル
フ
ァ

ー
三
十
九
名
が

金
木
町
長
杯
を
争
っ
て
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
 

コ
ン
ぺ
は
、

O
B、
ペ
ナ
ル
テ

ィ
、
バ
ー
デ
ィ
等
全
て
チ
ャ
リ
テ
 

ま
で
短
歌
、
俳
句
、
書
道
教
室
と

別
々
に
活
動
し
て
い
た
も
の
を
、
 

作
品
の
充
実
を
図
り
、
町
の
文
化

発
展
の
た
め
に
と
四
月
か
ら

一
括

さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

会
場
で
は
、
短
冊
、
色
紙
、
掛

軸
な
ど

の
作
品
六
十
点
余
り
が

一

同
に
展
示
さ
れ
、
鑑
賞
に
来
た
人

た
ち
も
見
事
な
出
来
栄
え
に
思
わ

ず
た
め
息
を
漏
ら
し

て
い
ま
し
た
。
 

ィ
ー
罰
金
方
式
で
、
各
プ

レ
ー
ヤ
 

ー
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
を
払

い
な
 

が
ら
の
戦
い
の
中
、
古
川
均
選
手
 

が
ネ
ッ
ト

7
1・
6
の
ス
コ
ア
で
町
 

長
杯
を
手

に
し
ま
し
た
。
 

表
彰
式
で

は
、
町
長
杯
、
商
工
 

会
長
杯
の
授
与
が
行
な
わ
れ

た
ほ
 

か
、
集
ま
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
 

六
五
、
九
二
〇
円
を
町
に
寄
附
し
 

て
下
さ
い
ま
し

た
。
 

成
績
は
次
の
と
お
り
。
 

優
 
勝
（
町

長
杯
）
 

古
川
 
均
 

準
優
勝
（
商
工
会

長
杯
）
 

荒
谷
 
国
治
 

第

一
位
 
花
田
 
公
仁
 

第
ニ
位
 
其
田
 
睦
瑞
 

第
三
位
 
角
田
 
孝

司
 

こ
の
ほ
ど
青
森
県
信
用
組
合
金

木
支
店
長
の
須
藤
寛

さ
ん
と
青
森

県
信
用
組
合
金
木

支
店
の
貯
蓄
会

で
組
織
し

て
い
る
さ
つ
き
会
会
長

の
其
田
兼
春
さ
ん
が
町
長
室
を
訪
 

大
太
鼓
他
ま
つ
り
用
具

一
式
を

町
に
寄
贈
さ
れ
た
米
町
町
内

会

（
 

会
長
廿
野
宮
進
）

に
対
し
、
感
謝

状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
 
 

れ
、
六
月
二
十

五
日
に
行
わ
れ
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
収
益
金

一
四
、
三
七

一
円
を
学
校
教
育
の

た
め
に
と
昨
年
に
引
続
き
町
に
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。
 

さ
つ
き
会
は
、
青
森
県
信
用
組

合
金
木
支
店
に
貯
蓄
し

て
い
る
方

百
四
十
七

名
で
組
織
さ
れ
、
主
に

町
内
の
購

買
運
動
（
買
物
は
地
元

か
ら
）
等
、
町
の
活
性
化
の
た
め

に
一
丸
と
な
っ
て
活
動
を
行
っ

て

い
ま
す
。
 

寄
附
を
受
け
た
田
中

町
長
は
 
「
 

早
速
、
学
校
図
書
購
入
費
と
し

て

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
己

と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

米
町
町
内
会
で

は
、
子
供
た
ち

の
減
少
で
、

こ
こ
数
年
ネ
ブ
タ
運

行
を
し

て
お
ら
ず
、

こ
れ
か
ら
も

運
行
す
る
計
画
も
無
く
、
使
わ
な

く
な
っ
た
大
太
鼓
の
他
祭
用
具

一

式
を
何
か
に
活
用
し
て
も
ら
え
れ

ば
と
町
に
寄
贈
し
た
も
の
で
す
。

・

こ
の
大
太
鼓
、
早
速
、
役
場
職
員

互
助
会
か
ら
出
さ
れ
た
ネ
ブ
タ
で

活
躍
し
ま
し
た
。
祭
の
他
に
も
公

民
館
教
室
や
学
校
教
育
な
ど

に
活

用
す
る
予
定
で
、

希
望
が
あ
れ
ば

貸
し
出
し

も
可
能
で
す
。
詳
し
く

は
中
央
公
民
館
に
お
尋
ね
下
さ
い
。
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いつもいつもありがとうございます 感謝状を受け取る野宮さん（中央）松尾さん（右） 
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こ
の
ほ
ど
、
金
木
町
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
連
絡
協
議
会

（
会
長
廿
成
田

亀
逸
）
が
第

一
回
「空
き
缶
拾
い
」
 

喫
建
，
長町

 
中
 

田
 

と
 

ー
 

す
 

で
 

様
 

労
 

苦
 

一
 
】
 

も
 

、つど
 

も
 

、つど
 

へ
 

秋元さん親子が 

38年ぶりに郷土の土を踏む 

大盛況の 

奴祭仮装盆踊り大会 

「空き缶拾い」大作戦に

ボランテイア51巳人 

月
十
七
日

か
ら
十
八
日

の
二
 
日

間
、
嘉
瀬
商
業
会
主
催
で
行
わ
 

ー
 

れ
た
 
「嘉
瀬
奴
祭

仮
装
盆
踊
り
大
 

会
」
 
は
延べ
二
百
五
十
人

の
参
加
 

ネ
 
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
 

グ
 

会
場
と
な
っ

た
嘉
瀬
古
町
で

は
 

八
月
十
八
日
、
三
＋
八
年
ぶ
り

に
郷
土
の
土
を
踏

ん
だ
当
町
出
身

の
秋
元
貞
美
さ
ん
（
五
十
四
歳
）
 

と
お
母
さ
ん
の
ミ
セ
さ
ん
（
六
十

八
歳
）
が
町
長
を
訪
間
し
ま
し
た
。
 

秋
元
さ
ん
は
、
金
木
町
か
ら

の

移
民
第
二
陣
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
 
 渡

っ
た
の
が
昭
和
二
十
九

年
。
ア

マ
ゾ
ン
の
ゴ
ム
移
民
と
し
て
働
い

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
淡
水

魚
の
養
殖
や
販
売
な
ど
の
仕
事
を

手
掛
け
、
現
在
で
は
七
町
五
反

の

牧
場
を
持
ち
肉
牛
の
飼
育
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
更
に
こ
れ
か
ら
、
 

ブ
ラ
ジ
ル
で
ま
だ
普
及
し

て
い
な

い
ギ
ノ
コ
栽
培
の
事
業
を
す
る
計

画
で
、

日
本
で
栽
培
法

の
修
得
や

研
究
を
す
る
た
め
今
回

の
帰
国
と

な
っ
た
も
の
で
す
。
 

久
し
ぶ
り
の
故
郷
を
見
て
「
建

物
な
ど
は
新
し
く
な
っ

た
け
ど
も

昔
と
あ
ま
り
変
わ

ら
な
い
な
あ
い

と
感
想
を
漏
ら
し

て
い
ま
し
た
。
 

お
母
さ
ん
の

ミ
セ
さ
ん
は
、
藤

枝
の
秋
元
ミ
ツ
エ

さ
ん
の
姉
に
当

た
り
ま
す
。
 

こ
の
ほ
ど
、
金
木
町
日
赤
奉
仕

団

（
会長
廿
福
山
初
枝
）
で

は
、
 

奉
仕
団
の
事
業
の

一
環
と
し
て
、
 

街
頭
で
の
献
血
呼
掛
け
を
実
施
し

ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
日
赤
血
液

セ
ン
タ
 

ー
か
ら
移
動
採
血
車
が
来
町
し
て

お
り
、
道
を
歩

い
て
い
る
人
た
ち

に
テ
ィ

ッ
シ
ュ
な
ど
を
配
布
し
て

献
血
に
対
す
る
理
解
、

協
力
を
求

め
て
い
ま
し
た
。
 

や
ぐ
ら
が
組
ま
れ
、
 
「
フ
ラ
ン

ス

人
形
」
 
「外
人
次
郎
長
」
 
な
どに

仮
装
し
た
グ
ル
ー
プ
や
個
人
が
大

き
な
輪
と

な
っ

て
自
慢
の
踊
り
を

披
露
。
踊
り
も
最
高
潮

に
達
し
た

と
き
に
は
、
見
物
に
来
て
い
た
人

た
ち
も
い
つ

の
間
に
か
輪
の
中
に

入
り
、
 
一
緒
に
踊
り
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
 

大
作
戦
を
実
施
し
、
加
盟
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
五
百
十
二
人

が
九
地
区

に
分
か
れ
ゴ
ミ
袋
を
手

に
一
斉

に
空
き
缶
な
ど
を
拾
い
集

め
ま
し
た
。
 

空
き
缶
拾

い
は
、
 
「空
き
缶
の

ポ
イ
捨
て
を
直
し
た
い
」
 
「日
常

生
活
習
慣
マ
ナ
ー
を
育
て
た
い
」
 

「
き
れ

い
な
環
境
を
作
り
た
い
」
 

の
 
rl
l
l

た
い
」
 
運動
の
推
進
を
図

る
た
め
行
な

わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
は
町
長
は
じ
め
助
役
、
 

収
入
役
、
教
育
長
の
町

四
役
が
各

地
区
に
出
向
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
激
励
の
言
葉
を

か
け

労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
 

⑨ 広報かなき川川I川I"mI" 

手前左から、●火元ミセさん、貞美さん 

献血にこ協力を！! 

日赤奉仕団が街頭で呼掛け 

献血にご協力お願いします 

みんなで踊ればメグサ 
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卿
＠
サ
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ト
冒
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他
 

喜
良
市
双
葉
町
の
鎌
田
武
さ
ん

の
家
庭
菜
園
で
採
れ
た
プ
チ
ト
マ

ト
が
近
所
で
話
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
 

こ
の
ト
マ
ト
、
頭
に
耳
が
付
い

て
い
る
よ
う
で
、
ま
る
で
ウ
サ
ギ

そ
っ
く
り
。
 

鎌
田
さ
ん
は
 
「た
ま
に
形
が
崩

れ
て
い
る
の
は
あ
る
け
ど
、
こ
ん

な
に
奇
麗
な
形
を
し
た
か
わ
い
い

の
は
初
め
て
。
冷
害
の
仕
業
か
、
 

そ
れ
と
も
何
か
い
い
こ
と
が
あ
る

の
か
い
と
不
思
議
そ
う
に
話
し
て

い
ま
し
た
。
 

何と も不思議 

mIII川I川I川広報かなぎ ⑩ 

ま
ち
づ
＜
り
に
あ
な
た
の
声
を
ク
 

一
丁

ノイ
 

こ
の
ほ
ど
、
 『豊
か
な
住
み
よ

い
町
づ
く
り
』
 
を目
指
し
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

・
ご
要
望
を

行
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
 
「行
政

懇
談
会
」
 
が開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

懇
談
会
は
、
金
木
地
区
、
嘉
瀬

地
区
、
喜
良
市
地
区
、
川
倉

・
藤

枝
地
区
、
蒔
田
・
神
原
地
区
の
五

地
区
で
、
町
長
は
じ
め
役
場
の
各

課
長
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
農
業

関
係
で
は
、
冷
害
対
策
・
薬
剤
の

散
布
方
法
、
教
育
関
係
で
は
、
通

学
路
、
運
動
公
園
に
関
す
る
こ
と

等
、
こ
の
他
に
も
観
光
、
福
祉
、
 

町長に説明する参加者 

政

懇
 
談
 

病
院
の
こ
と
な
ど
身
近
な
こ
と
か

ら
町
の
将
来
に
関
す
る
こ
と
ま
で

幅
広
く
活
発
な
意
見

・
要
望
が
出

さ
れ
、
有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り

ま
し
た
。
 

懇
談
会
で
出
さ
れ
た
貴
重
な
意

見

・
要
望
は
、
早
速
検
討
し
、
今

後
の
行
政
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
に
 

会
 
開

催
 

な
り
ま
す
。
 

今
後
も
こ
の
よ
う
な
懇
談
会
を

引
続
き
実
施
す
る
予
定
に
な
っ
て

お
り
『
豊
か
な
住
み
よ
い
町
づ
く

り
』
の
た
め
に
も
、
よ
り
一
層
の

皆
様
の
参
加
と
ご
意
見
・
ご
要
望

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

国
民
年
金
情
報
 

老
齢
基
礎
年
金
の
 

繰
り
上
げ

請
求

に
つ

い
て
 

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る

の
は
原
則
と
し
て
六
十
五
歳
か
ら

で
、
希
望
す
れ
ば
六
十
歳
か
ら
繰

り
上
げ
て
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
制
限

が
あ
り
ま
す
。
 

★
年
金
額
が
生
涯
減
額
さ
れ
ま
す

繰
り
上
げ
請
求
す
る
と
、
請
求

し
た
と
き
の
年
齢
に
よ
り
、
次
表

の
よ
う
な
割
合
で
年
金
額
が
減
ら

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
 一
度
繰
り
上

げ
請
求
す
る
と
、
途
中
で
変
更
や

取
り
消
し
が
で
き
な
い
た
め
、
生

涯
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
続
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

★
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
が

停
止
さ
れ
ま
す
 

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

し
た
こ
と
が
あ
る
人
に
支
給
さ
れ

る
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
や

退
職
共
済
年
金
が
、
六
十
五
歳
ま

で
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。
 

★
就
職
す
る
と
停
止
さ
れ
ま
す
 

繰
り
上
げ
請
求
し
て
か
ら
、
会

社
に
勤
め
て
厚
生
年
金
に
加
入
す

る
と
、
六
十
五
歳
に
な
る
か
、
退

職
す
る
ま
で
の
間
、
全
額
支
給
停

止
さ
れ
ま
す
。
 

★
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
 

繰
り
上
げ
請
求
し
た
あ
と
に
病

気
や
ケ
ガ
で
、
二
級
以
上
の
障
害

の
状
態
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
障

害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
 

★
請
求
の
前
に
今

「
度
考
え
て
 

今
や
平
均
寿
命
は
八
十
歳
を
超

え
、
年
金
を
受
け
る
期
間
も
確
実

に
長
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
の
長
い
年
金
生
活
を

考
え
た
と
き
、
 
「
み
ん
な
が
も
ら

っ
て
い
る
か
ら
己
と
安
易
に
繰
り

上
げ
請
求
し
て
、
後
悔
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
十
分
に
考
え
て
慎

重
に
請
求
す
る
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。
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相
撲
、
柔
道
、
水

泳
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
 

ル
、
テ
ニ
ス
の
総

勢
五
十
三
名
の
選

手
が
参
加
し
ま
し

た
。
 

大
会
当
日
は
、
 

強
い
ヤ
マ
セ
で
小

雨
が
パ
ラ
つ
く
な

ど
肌
寒
か
っ
た
も

の
の
、
こ
の
悪
天

候
を
も
の
と
も
せ

ず
軟
式
野
球
が
見
 

事
三
年
連
続
三
度

目
の
優
勝
に
輝
き
 

馴
「H
滴
願

泳
で
山斉
藤
勲
 

>
  

ま
し
た
。

ま
た
水
 

- 170で）でカラッと揚げる。 

③ソースの材料を火にかけ、こげない 

ようにまぜ合わせる。 

●キャベツのさっとあえ
材 料（ 4 人分） 

ギャベツ 	 2 枚 

かぶ 	 大 2 個 

人参 	 1/3本

ドレッシング 

酢 	 大サジ 1'/2 

しょう油 	 大サジ1 
砂糖 	 小サジ 2 

ごま油 	 小サジ 1 
作り方 

①ギャベツをざく切り、かぶをうす切 

り、人参を短冊切りにし、熱湯でさ 

っとゆでる。 

②ドレッシングであえてできあがり。 

食
生
活
改
善
 

推
進
員
の
 

木
下
き
り
子
さ
ん
 

今回はだれでも気軽に作れる簡単な

料理です。皆さんもどうぞお試し下さ

い。 

凡喝 

量

個

適

1
 ソ「ウスターソース 大サジ 6 

「 ~みそ 	 大サジllろ 

ス［砂糖 	 大サジI 

竹くし 	 4 本 

作り方 

①豚肉は包丁目を入れ、塩、こしょう 

する。 

②小麦粉、とき卵、マッシュポテトの 

順でつけ、竹ぐしをさし、中温（160 

卵
ソ
 
ー
 
ス
 

●ひらりあげ 
材 料（ 4 人分） 

豚ロースうす切り肉 4枚 

(1枚50 g 位） 

塩・こしょう 	 少々 

マッシュポテトフレーク（市販） ・小 

麦粉・揚油 	 適量 

長
内
 

沢沢
田 田 

ー ー リLII 

歩歩骨 

(
 

 

野
球
が
三
年
連
続
三
度
目
の
V
 

第
四
十
八
回
県
民
体
育
大
会
 

宿
第
第
 

第
 

第
 青

森
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

協
会
北
郡
支
部

大
会
 

準
優
勝
 

喜
良
市
B
チ
ー
ム
 

題 
高五四 
占 

者位位 

第
十
七
回
県
下
金
木
俳
句
大
会
 

第
四
十
八
回
市
町
村
対
抗
青
森

県
民
体
育
大
会
が
八
月
七
日
ー
八

日
、
三
沢
市
を
メ
イ
ン
会
場
に
行

な
わ
れ
、
市
町
村
を
代
表
し
た
強

豪
選
手
た
ち
が
力
と
技
を
競
い
合

い
ま
し
た
。
 

当
町
か
ら
は
、
三
年
連
続
三
度

目
の
優
勝
を
目
指
す
軟
式
野
球
の

ほ
か
、
連
続
上
位
入
賞
を
狙
う
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
や
陸
上
、
 
 選

手
が
二
位
、
相
撲
、
ウ
ェ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
が
三
位
に
食
い
込

む
な
ど
大
健
闘
し
ま
し
た
。
 

今
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
。
 

⑨
軟
式
野
球
 
優
 
勝
 

（
三年
連
続
三
回
目
）
 

一
 
回
戦
 
7
1
0

（
大畑
町
）
 

準
々
決
勝
 
4
1
2
（
十
和
田湖
町
）
 

準
決
勝
 

1
1
1

（
木造
町
）
 

抽
選
勝
ち
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決
 

勝
 
1
1
1

（
岩
本

両
チ
ー
ム
同
時
優
勝
 

＠
水
 

泳
 

二
〇
〇

m
個
人
メ
ド
レ
ー
 

一
一
 位
 
斉
藤
祐
幾
 

＠
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
 

五
十
九
ギ
ロ
級
 

三
 
位
 
磯
野
嘉
幸
 

七
十
ギ
ロ
級
 

）
 

三
 
位
 
中
田
紀
人
 

⑥
相
 
撲
 
団
体

三
位
 

〇
総
合
得
点
 
三
十

一
点
 

〇
総
合
順
位
 
十
七
位
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互41〕Py Wedding 

一
 、？
・
《
にk
>
J

ョJ

？

《
・
 
一
 

お
ら
ほ
の
仲
間
っ
こ
 

に

α
科
盾
【
一

こ
 

ー
 

ク
金
木
町

登
山
嚇
子
保
存
会
4

一
 

1993 .8 . 7 1993 .8. 12 

新郎 斎藤文裕季さん（金 木） 新郎 津田敏幸さん（嘉 瀬） 

新婦 棟方真紀子さん（金 木） 新婦 三浦なつ子さん伍所川原市） 

1993 .7.11 1993.7 .24 

新郎 白川順哉さん（川 倉） 新郎 浅利寿夫さん（川 倉） 

新婦 唐川 智子さん（市浦村） 新婦 小松はるみさん（嘉 瀬） 

●

か
な
ぎ
公
民
館
ブ
ラ
イ
ダ
ル
 

こ
の
度
め
で

た
く
 
「か
な
ぎ
公
民
館
ブ
ラ
イ
ダ
ル
」
 
（
企
画
・
進
行ー

 

事
務
局
 
「金
木
町
中
央
公
民
館
」
）
に
よ
り
カ
ッ

プ
ル
と
な
ら
れ

た
若
い

お
二
人
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。
 

★
ご
結
婚
を
ご
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
金
木
町
中
央
公
民

館
に
 

ご
相
談
下
さ
い
。
 

(
T
E
L

5
31
3
5
8
1
)
 

登
山
難
子
保
存
会
」
一

を
結
成
し
、
現
在
、
 一
 

活
動
し
て
い
ま
す
。
 一
 

毎
週
火
曜
日
夜
七
一

時
三
＋
分
か
ら
中
央
一

公
民
館
で
練
習
し
て
一

お
り
、
目
指
す
は
岩
一

木
山
神
社
本
大
会
で
一

の
入
賞
と
生
涯
学
習
｛
 

を
兼
ね
た
人
と
人
と
｛
 

の
和
と
交
流
、
そ
し

て
何
よ
り
も
町
の
活

性
化
に
つ
な
が
れ
ば
 

一
人
と人
と
の和
と
交
流
 
と「
一
「然
紗

で
は
日頃
の
一
 

一
 
太宰
治
が
小
説
「
津
軽
一
に
、
 
練
習
の
成
果
の
発
表
を
子
定
し
て
一

一
金
木
か
ら
見
え
る
岩
木
山
が
一
番
 
い
ま
す
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
て
ー
 

ー
だ
と
残
し
て
い
ま
す
。
 

下
さ
い
。
最
後
に
、
誰
に
で
も
楽
一

一
 昔
か
ら
岩
木
山
の
見
え
る
ほ
と
 
し
め
る
登
山
難
子
の
会
員
を
募
集
一

一
ん
ど
の
市
町
村
に
は
「登
山
離
子
」
 
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
遊
び
に
来
一

一
があ
り
ま
し
た
。
な
い
の
は
金
木
 
て
下
さ
い
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
一

一
だ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
仲
間
か
ら
 
問
い
合
わ
せ
 
中
央
公
民
館
又
は
｛
 

一
金
木
に
も
登
山
難
子
を
と
の
声
が
 
保
存
会

事
務
局
 
一
 

一
高
ま
り
、
昨
年
九
月
に
「
金
木
町
 

費
五
n
lー
「
二
四
八
一
 

r

？
ー、
ー‘
ー
・Iー
ー
ー
ー
ー
一
ー
ー

ー
・
、
ー
ー
ー
ー
ー

・
ー
ー
一ー
し
 

一
 

」す
r

」
熱
「」
雄
醸
一
 

笛・太鼓・鐘のリズムに乗って、楽しいですよ 

(
 



「
ミ
 ふるさと発見 

今回は、昔、農作業に使われてい 

た懐かしい物の問題です。 

Q ・これは何をするものでしょう。 

正解者の中から抽選で 3 名様に素

敵な記念品を差し上げます。どんど

ん応募して下さい。 

応募方法 

ハガギに住所、氏名、年齢、職業、 

電話番号を記入のうえ 

①クイズの答②今月号のよかった記

事③つまらなかった記事〈④）ご意見・

ご感想を記入のうえ 

〒037-02 

金木町大字金木字朝日山323 

金木町役場企画室 

までご応募下さい。 

応募の締切は10月 5 日当日消印有

効。当選者の発表は10月号に掲載し

ます。 

8月号の答 

当選者は次の 2 名です。 

嘉 瀬 神 島 利 香さん

喜良市 大 橋 和 子さん

たくさんのご応募、貴重なご意見有

難うございます。今回当選しなかっ

た方もこれにめげずどしどしご応募

くだ’さい。 

、 

ノ
、
 

ズ イ り 

用
は
極
力
避
け
る
べ
き

で
し
ょ
う
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
 

便
秘
と
簡
単
に
考
え
て

も
そ
の
背
景
に
は
重
大

な
基
礎
疾
患
が
潜
む
場

合
も
あ
り
、
医
師
の
診

察
を
受
け
、
そ
の
成
因

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
第

一
で
あ
り
ま
す
。
 

そ
し
て
決
し
て
安
易
に

薬
物
療
法
の
み
に
頼
ら

ず
に
、
生
活
習
慣
や
食

事
に
よ
っ
て
自
然
の
排

便
習
慣
を
回
復
す
る
よ

う
努
力
し
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。
 

機能性便秘 急性便秘 	ー過性単純性便秘 

島
×
 

陛
 
便
 
秘
 

弛痘
直
 
緩
挙

腸
 
性
性

性
 
便
便

便
 
秘

秘
秘
 

一
 

り
乙
 
（
く〕
  

器質性便秘 先天性：腸の形態異常 
I．巨大結腸症 
2. S状結腸過腸症 

後天性：腸の通過障害 
1．癌 	2．肉腫 
4．腸結核等 

3，腸管癒着 

症候性便秘 1．神経疾患 
2．内分泌・代謝疾患 

へ
 

日
常
生
活
に
お
い
て
、
便
秘
は

最
も
あ
り
ふ
れ
た
症
状
の

ー
つ
で

す
。
さ
ほ
ど
重
要
視
す
る
こ
と
な

く
、
安
易
に
下
剤
を
服
用
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
 

今
回
は
、
そ
の
便
秘
と
薬
物
療

法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

ま
ず
便
秘
と
は
排
便
が
順
調
に
行

な
わ
れ
な
い
状
態
を
い
い
、
そ
の

程
度
や
病
因
は
様
々
で
す
が
、
簡

単
に
定
義
す
る
な
ら
便
通
の
回
数
、
 

便
量
、
便
の
硬
さ
な
ど
か
ら
、
排

便
の
回
数
か
ら
は
三
ー
四
日
以
上

便
通
の
な
い
も
の
、
排
便
が
あ
っ

て
も
量
が
少
な
か
っ
た
り
、
便
が

硬
く
な
っ
て
苦
痛
や
種
々
の
愁
訴
、
 

腹
部
膨
満
感
、
残
便
感
、
不
快
感

な
ど
を
伴
っ
た
り
す
る
も
の
を
総

称
し
て
便
秘
と
よ
ん
で
い
ま
す
。
 

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
 

便
秘
の
治
療
薬
と
し
て
は
下
剤
、
 

院
腸
薬
、
腸
運
動
促
進
薬
と
過
敏
 
 性

腸
症
候
群
の
治
療
薬
が
あ
り
ま

す
。
 

下
剤
の
適
用
と
な
る
の
は
、
慢

性
の
機
能
性
便
秘
が
主
体
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
下
剤
は
作
用
の
程

度
か
ら
峻
下
剤
と
緩
下
剤
に
分
け

ら
れ
ま
す
が
、
慢
性
便
秘
に
使
用

さ
れ
る
の
は
緩
下
剤
で
す
。
 

下
剤
は
そ
の
働
き
か
ら
、
増
量

性
下
剤
、
刺
激
性
下
剤
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
増
量
性
下
剤
は
生
理
的
 
 排

便
を
容
易
に
す
る
薬
剤
で
、
長

期
間
使
用
し
て
も
比
較
的
安
全
で

す
が
、
作
用
が
緩
や
か
で
速
効
性

に
は
乏
し
い
も
の
で
す
。
 一
方
、
 

刺
激
性
下
剤
は
効
果
が
強
く
速
効

性
は
あ
り
ま
す
が
、
連
続
服
用
す

る
と
習
慣
性
を
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
、
大
量
服
用
を
連
続
す
る
と
、
 

電
解
質
異
常
な
ど
を
起
こ
す
事
が

あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。
 

一
般
的
に
多
い
と
さ
れ
る
慢
性

の
機
能
性
便
秘
で
は
、
増
量
性
下

剤
を
大
量
の
水
分
と
と
も
に
服
用

す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
刺
激
性
下
剤
は
宿
便

除
去
、
排
便
習
慣
を
つ
け
る
も
の

で
、
短
期
間
の
使
用
で
、
使
用
量

は
最
少
限
を
原
則
と
し
、
長
期
連
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金
木
病
院
力
ル
テ

⑨
 

「便
秘
と
緩
下
剤
」
 

薬

局
長
 
三
 
上
 
昭
 
子
 

優
利
目
希
区
別
に
下
毒
グ
よ
う

便
秘
は
病
因
別
に
下
表
の
よ
 



あ
な
た
の
善
意
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

（
敬
称
略
）
 

▼
北
海
道
南
西

沖
地
震
義

援
金
 

そ
の
他
、
募
金
箱
へ

の
ご
協
力
 

五
三
七
円
 

合
計
 
三
五
七
、

三
九
五
円
 

金
木
中
学
校
職
員
生
徒
一
同
 
ご

協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま

金
木
町
役
場
職
員
一
同
 
し

た
。
こ
の
義
援
金
は
日
本
赤
十
 

金
木
町
福
寿
会

一
同
 

字
社
青
森
県
支
部
を
と

お
し
、
北
 

代
表
 
芳
賀
久
子
 
海

道
南
西
沖
地
震
で

被
害
の
あ
っ
 

た
方
々
に
送
ら
れ
ま
し
た
。
 

器
『
」

”
木響
 

▼
ニ
十四
時間
テ
レ
ビ募金
 

南

新
町
 
白

川
 
武
三
 
（

協
）
金
木

あ
す
な
ろ
商
店
会
 

中
山
道
町
 
今
泉
 

フ
ツ
 
「

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ビ
ア
ガ
ー
デ

蒔
 
田
 
田
中

耕
太
郎
 
ン

」
の
募
金
等
 

神
 
原
 

秋
元
 

一
行
 
八

七
、
〇
八
五
円
 

嘉
「
昭
和
町
 
白
川
 
大
貴
 
 
▼

金
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

喜
良
市
 
昭

和
ニ
十
二
年
度
嘉
瀬
中
学
校
卒
 

下
派

立
 
寺
山
 

優
子
 

業
生
一
同

（代
表
廿
原
田
菖
治
）
 

北
本

町
 
米
谷
 

保
 
同

期
会
を
開
催
し
た
経
費
の

一
部

計
 
三
五
六
、
八
五
八
円
 

五
〇
、
〇
〇
〇
円
 

金 
蒔中南南小木 

岩新新川 
原 田 町町町町 

▼
ニ
十
四
時
間
テ
レ
ビ

募
金
 

▼
金
木
町
社
会

福
祉
協
議
会
へ
 

大

輔
 
学

）
 

み
 
は
 

未

歩
 
融
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ン
」
、
つ
 

お 

め 

で 

尚

悟

（
一
男
）
 

か
え
で
 

楓

（
紀
人

ち
ひ
ろ

（
渉
 

阿中丁 自 白

部田 藤川 川 

金金喜金金 
良 

木木市木木 

戸 

8月届出分 

籍 
の 

窓 

だい すけ 
大 輔ちゃん 

7 月23日生まれ 
体重 3, 978 g 

金 木 沢 部 

白川 学さんの長男 

たくましい男の子に育っ 
てほしい 

（母 恵より） 

かえで 

楓ちゃん 

8 月18日生まれ 
体重 2,900 g 
金 木 浦 町 

中田紀人さんの長女 

明るく、やさしい女の子 

になってほしい 

（母 恵理子より） 

、
 

ノ
 

人
ロ

と
世
帯
 

（
 

、
 

はじめまして 

	ノ 

、 

前年同月比 

△ 74 

△ 72 

△ 146 

△ 24 

8月末現在

男 6,094人

女 6,732人

計 12,826人

世帯数 3,864 

今鈴 

佐平

藤山 

里咳小

帆は佳カ」 

克孝
秀司 

金金

木木 

企画室からのお知らせ 

企画室では、町民の皆様からホットな話

題の提供をお待ちしています。 

どんなささいな事でもかまいません。面

白い事、珍しい事など有りましたら役場企

画室までご連絡下さい。 

ft53一2111内線286 

桑伊 

お
し

あ
わ

せ
に
 

、
佐
藤
 

忠
（
昭
八
）
金
 
木
 

「
小
笠
原
久
美
子
（ィ
チ
子
）
五
所
川
原市
 

（
水
野
 
周
一
 
（朝
夫

）
東
京
都
 

「鳴
海
 
友
香

（
等
）
嘉
 
瀬
 

（長
尾
 
晃
彦
（
慶
治

）
金
 
木
 

（
内
海
 
美
香
（
英

一
）
金
 
木
 

（
田
中
 
幸
治

（
久
吉
）
蒔
 
田
 

「
三
和
八
重
子
（
清
治

）
中
里
町
 

お

く
や
み
 

藤
 
み
さ
子
（
6
2才
）
嘉
 
瀬

田
 
光

雄
（
5
5オ
）
喜
良
市
 
 

木
 
尊

司

（
7
9才
）
金
 
木

ミ
 
エ
（
5
2才
）
喜
良
市

田
 
中
朝
五
郎

（
7
7オ
）
大
東
ケ丘
 

今
 

ミ
 
ヤ
（
8
4才
）
嘉
 
瀬

中
田
 

秀
人

（
5
6才
）
金
 
木

吉
村
 
昌

吉

（
7
2才
）
喜
良
市

外

崎
 

ハ
 
ョ
（
7
9才
）
喜
良
市

木

下
 
ッ
サ
コ

（
4
1才
）
嘉
 
瀬

工
 
藤
 
つ
 
る
（
7
7才
）
嘉
 
瀬

今
 

重
一
 
（
7
3才
）
喜
良
市

小

野
 
た
 
き
（
9
6オ
）
喜
良
市

白

川
 
粕
吉
（

6
1オ
）
川
 
倉

原
 
田
 
さ
 
だ
（
8
1オ
）
藤
 
枝

長
谷
川
四
郎

（
8
0才
）
川
 
倉

中
道
 

雪
 
夫
（
7
8才
）
大
東
ケ丘
 

原 白 小今工木外吉 中今

田 川 野 藤下崎村田 


